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留学生活を振り返って

　　医学薬学教育部
      　　薬品製造学研究室
      　　博士課程４年

　　　　　　尹　　樹　強
　富山大学と私の出身校である山東大学は、以前から
親交があることから、2011年に富山大学薬学部の教授
が山東大学薬学部を訪問して、キャンパスアジアプロ
ジェクトを紹介してくれました。富山大学では世界的
にもレベルの高い医薬品開発研究が推進されており、
「富山のくすり」が世界中で認められています。より
優れた新薬の開発研究に関わりたいと思い、また、よ
り高度な技術を習得して自分の知識のレベルを向上さ
せたいと考え、私は富山大学に留学することを決めま
した。 2012年10月、私は富山大学薬品製造学研究室の
博士課程に進学し、４年間の研究生活を始めました。
　時間が過ぎるのはとても早く、もう卒業の時期を迎
えてしまいました。私の研究テーマは天然物の全合成
研究です。４年間で様々な理論とテクニックを修得す

ることができました。多数の学会にも参加させていた
だき、関連した研究を行っている仲間や先輩との交流
を通じて、視野を広げることができました。研究に勤
しむ傍ら、スポーツや旅行などのレクリエーションも
積極的に行いました。毎年恒例の講座旅行では、ろく
ろによる陶芸や人形づくりなど民俗文化を体験した
り、雄大で綺麗な立山や世界遺産の合掌造りの家など
の美しい風景を目の当りにしました。しかし、やはり
私の印象に残ったのは、自然の美しさよりも日本人の
心温まる対応で、日常のあらゆる面において温かさを
感じさせてくれました。中国人は、日本人のそのよう
な部分をまだ十分に身につけておらず、国際交流の
益々の発展のためにも学んでいく必要があると感じて
います。
　富山大学での４年間は研究生活が主でしたが、私の
人生にとってここでの研究やその他様々な経験は、中
国での今後の仕事や生活において貴重な糧となるで
しょう。最後に、私を指導してくださいました先生
達、クラスメートや友人、後輩達すべての人に感謝し
ます。ありがとうございました。

いかと思います。
　この２年間は熱意ある先生方のご指導のもと、私は悪
性腫瘍の増殖に不可欠である脱ユビキチン化酵素を探索
する研究を行いました。一番難しかったのは実験の「戦
略」を立てることです。研究室でのセミナーに参加し、
様々な実験報告を聞くことで、少しずつではありますが
研究の進め方を学びました。研究者としての基礎知識や
実験操作以外に、探索の精神と勇気、正しい発想も研
究を成功させる上で重要であると感じました。「この現象
はなんだろう、どこから来たのだ、なぜだろう、次はど
うする」と自分に問いながら、研究を進めました。一番辛
かったことが今では一番の良い思い出になっています！

　また、日本と中国は隣国です。両国の各業界ではたく
さんの交流が行われており、学術研究の面でも交流を盛
んに行うことが望ましいと考えています。私自身が自らの
研究に励むことで、日中の学術交流の促進に貢献できる
のではと考えています。来日してから日本人の仕事に向か
う姿勢や規則を守るまじめさなどのよい文化を実感してい
ます。これからは、研究のみならず、そうした日本の習
慣や分野を伝えられる、幅広い分野で中国と日本をつな
ぐ架け橋となりたいと考えています。
　最後になってしまいましたが、お世話になりました先
生方、研究室の先輩方、後輩方、同窓生の皆様、家族
に深く感謝致します。２年間ありがとうございました。

平成28年度  富山薬窓会総会のお知らせ
富山薬窓会総会を下記の通り開催致します。会員の皆様の多数のご出席を賜りたくお願い致します。

記
　日　時：平成29年３月23日（木）午後３時00分～４時40分
　場　所：オークスカナルパークホテル富山　４階　柏の間（富山市牛島11−1）
　議　題：１）平成28年度事業報告
　　　　　２）平成28年度決算報告ならびに監査報告
　　　　　３）平成29年度事業計画ならびに予算案
　　　　　４）その他
　付　記：当日午後６時より同ホテルで薬学部学生主催（富山薬窓会後援）の謝恩会が開かれます。
　　　　　謝恩会の会費は、5,000円です。参加ご希望の方は当日会場にてお申し込みください。


